
12広報ひこね　平成19年９月15日

http://www.city.hikone.shiga.jp/

舟
橋
聖
一
顕
彰
文
学
賞

▼
文
学
奨
励
賞

小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
読
書
創
作
活

動
を
振
興
す
る
た
め
、
作
文
、
紀
行
記
録
、

随
想
な
ど
の
作
品
を
公
募
し
、「
舟
橋
聖

一
顕
彰
文
学
奨
励
賞
」
を
贈
り
ま
す
。

▼
青
年
文
学
賞

全
国
の
青
年
を
対
象
に
、
小
説
や
随
筆
、

戯
曲
な
ど
の
分
野
で
、
広
く
作
品
を
公
募

し
、
文
学
の
登
竜
門
と
し
て
、「
舟
橋
聖

一
顕
彰
青
年
文
学
賞
」
を
贈
り
ま
す
。

舟
橋
聖
一
文
学
賞

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
の
開
催

を
機
に
、
彦
根
市
の
発
展
を
図
る
た
め
に

創
設
し
た
賞
で
す
。

文
学
の
振
興
を
通
じ
て
、
市
民
が
豊
か

な
心
を
育
み
、
香
り
高
い
文
化
を
築
く
た

め
、
名
誉
市
民
で
あ
る
舟
橋
聖
一
の
文
学

の
世
界
に
通
ず
る
優
れ
た
文
芸
作
品
に
対

し
舟
橋
聖
一
文
学
賞
を
贈
り
ま
す
。

対
象
作
品

小
説

基
準
日
な
ど

平
成
19
年
８
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
、
同
日
よ
り
前
の
１
年
以

内
に
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
で
あ
る
こ
と

授
賞
式
の
日
程

日
時

10
月
21
日

午
後
１
時
30

分
〜
同
３
時

場
所

彦
根
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
　
プ

リ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
松
原
町
）

内
容

第
22
回
舟
橋
聖
一
顕
彰
文
学

奨
励
賞
、
第
19
回
舟
橋
聖
一
顕
彰

青
年
文
学
賞
、
第
１
回
舟
橋
聖
一

文
学
賞
各
賞
授
与
、
主
催
者
あ
い

さ
つ
、
来
賓
祝
辞
、
講
評
（
各
選

考
委
員
）

授
賞
式
に
参
加
す
る
人
を

募
集
し
ま
す

舟
橋
聖
一
顕
彰
文
学
賞
、
舟
橋
聖

一
文
学
賞
授
賞
式
に
参
加
す
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
第
１
回
舟
橋
聖
一
文

学
賞
選
考
委
員
講
評
で
は
、
選
考
委

員
（
プ
ロ
の
作
家
）
が
、
プ
ロ
の
作

品
を
厳
し
い
角
度
か
ら
講
評
し
ま

す
。作

家
を
目
指
し
て
い
る
人
、
文
学

作
品
を
違
っ
た
角
度
か
ら
楽
し
み
た

い
人
な
ど
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

募
集
人
数

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費

無
料

応
募
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
往
復
は
が
き

往
信
の
裏
面
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

人
数
（
一
通
に
つ
き
２
人
ま
で
）
を
、

返
信
の
表
面
に
返
信
先
の
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
て
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
あ
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
舟

橋
聖
一
顕
彰
文
学
賞
・
舟
橋
聖
一

文
学
賞
授
賞
式
参
加
者
募
集
に
つ

い
て
」
か
ら
お
入
り
い
た
だ
き
、

専
用
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
市
立
図
書
館
窓
口

備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

９
月
15
日

〜
10
月
５

日

（
必
着
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
立
図
書

館
内
　
舟
橋
聖
一
記
念
文
庫
（
〒

５
２
２

０
０
０
１
　
尾
末
町
８

１
）

22
０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26

０
３
０
０
番
、
Ｅ
メ
ー
ル：

tosyokan@
m

x.hikone.ed.jp

2007

9/15

日
時９

月
29
日

午
前
11
時
〜
午
後
８
時

９
月
30
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」

内
容

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
１
日
体
験
、
バ

ザ
ー
、
展
示
、
模
擬
店
な
ど

参
加
費
用

無
料
（
た
だ
し
、
模
擬
店
な
ど
一

部
実
費
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先
　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
「
ウ
ィ
ズ
」

24
３
５
２
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

共
用
）

市 

彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」
の
開
館
４
周
年
を
記
念
し
て
、「
ウ
ィ
ズ
」

の
登
録
団
体
が
主
体
と
な
っ
た
ウ
ィ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
男
女
共
同
参
画
を
広

く
推
進
す
る
登
録
団
体
が
日
ご
ろ
の
活
動
報

告
な
ど
を
行
い
、
参
加
者
の
人
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
開

催
し
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
バ
ザ
ー
、
模
擬
店

な
ど
も
、
参
加
者
と
の
交
流
を
深
め
る
催
し

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。



2広報ひこね　平成19年９月15日

期
間

９
月
29
日

〜

11
月
25
日

場
所

彦
根
城
天
秤
櫓

招
き
猫
は
、
彦
根
藩
２
代
藩

主
・
井
伊
直
孝
が
鷹
狩
り
の
途

中
、
猫
に
豪
徳
寺
（
東
京
都
世
田

谷
区
）
へ
導
か
れ
、
雷
雨
を
逃
れ

た
と
い
う
故
事
に
ル
ー
ツ
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
招
き
猫
は
、
招
福
開
運
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
ま
り
ま
し

た
。彦

根
と
関
係
の
深
い
「
招
き

猫
」
を
一
堂
に
集
め
て
展
示
し

ま
す
。

※
特
別
展
「
招
き
猫
展
」
準
備

の
た
め
、
天
秤
櫓
は
、
９
月
27

日

、
28
日

の
２
日
間
は
、

公
開
し
ま
せ
ん
。

ま
で
の
コ
ー
ス
を
約
１
時
間
30
分
か

け
て
練
り
歩
き
ま
す
。
ま
た
、
宗
安

寺
で
は
国
書
交
換
式
を
行
い
ま
す
。

四
番
町
ス
ク
エ
ア
で
は
、
６
日

〜
８
日

に
韓
国
や
、
朝
鮮
通
信
使

ゆ
か
り
の
ま
ち
の
観
光
や
物
産
な
ど

も
紹
介
し
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
行
列
の
再
現

歴
史
的
に
ゆ
か
り
の
あ
る
朝
鮮
人

街
道
を
中
心
に
、
当
時
の
朝
鮮
通

信
使
の
行
列
を
再
現
し
ま
す
。

日
時

10
月
８
日

午
後
１
時
〜

午
後
２
時
30
分

行
列
順
路

芹
橋
〜
彦
根
城
域
〜
宗

安
寺

今
年
は
、
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信

使
の
初
め
て
の
来
日
か
ら
４
０
０
年

目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

日
本
各
地
の
ゆ
か
り
の
市
町
村
で
、

記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
の
宿
泊
地
の
一
つ
で

あ
っ
た
彦
根
市
に
お
い
て
も
、
10
月

７
日

８
日

に
行
わ
れ
る
「
朝

鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全
国
交
流

大
会
」
に
併
せ
て
、
日
韓
交
流
フ
ェ

ス
タ
in
彦
根
を
開
催
し
ま
す
。

８
日

に
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
行

列
を
当
時
の
衣
装
を
着
用
し
て
再
現

し
ま
す
。
行
列
は
、
朝
鮮
人
街
道
の

名
で
知
ら
れ
る
旧
街
道
か
ら
通
信
使

の
宿
と
さ
れ
た
宗
安
寺（
本
町
二
丁
目
）

問

い

合

わ

せ

先

国
宝
・
彦
根
城

築
城
４
０
０
年

祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（

彦
根

城
築
城
４
０
０
年
祭

推
進
室
内
）

30

６
１
４
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22

１
３

９
８
番
、
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ：
http://w

w
w

.hikon

e400th.jp/

国
書
交
換
式

当
時
の
朝
鮮
通
信
使
が
滞
在
し

た
宗
安
寺
に
お
い
て
、通
信
使
が
、

李
氏
朝
鮮
王
朝
の
王
か
ら
託
さ

れ
、
持
ち
運
ん
で
き
た
書
簡
「
国

書
」を
渡
す
儀
式
を
再
現
し
ま
す
。

日
時

10
月
８
日

午
後
３
時
〜

場
所

宗
安
寺
　
本
堂

朝
鮮
通
信
使
　
交
流
広
場

四
番
町
ス
ク
エ
ア
に
テ
ン
ト
を
設

営
し
、
彦
根
と
韓
国
の
観
光
や
物

産
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時

10
月
６
日

〜
10
月
８
日

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

朝
鮮
通
信
使
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？

朝
鮮
通
信
使
は
、
足
利
・
豊
臣
・
徳
川
の
武
家
政
権
に
対
し
て
、
朝

鮮
国
王
が
書
契(

国
書)

お
よ
び
進
物
を
も
た
ら
す
た
め
、
派
遣
し
た
外

交
使
節
団
の
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代
、
12
回
に
わ
た
っ
て
、
来
日
し
ま

し
た
。
通
信
使
は
、
対
馬
（
長
崎
県
）
か
ら
日
本
に
入
り
、
そ
こ
か
ら

行
列
と
な
っ
て
江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
第
１
回
目
は
、
慶
長
12

年
（
１
６
０
７
）
の
こ
と
で
、
彦
根
城
天
守
が
完
成
し
た
こ
ろ
の
出
来

事
で
し
た
。
そ
の
12
回
往
来
中
、
彦
根
に
10
回
滞
在
し
て
い
ま
す
。

11
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下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

健
康
で
快
適
な
も
の
に
し
、
川
や

湖
の
水
質
を
守
る
た
め
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

彦
根
市
は
、
昭
和
57
年
に
公
共

下
水
道
事
業
を
始
め
、
市
街
地
の

下
流
側
か
ら
上
流
側
に
向
け
て
、

順
番
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
彦
根

市
の
公
共
下
水
道
普
及
率
は
70
・

４
％
（
平
成
18
年
度
末
現
在
）
で

す
。
全
国
の
普
及
率
の
平
均
は
、

70
・
５
％
（
同
18
年
度
末
現
在
）
で

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
部

管
理
課

22

５
４
５
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22

５
４
３
３
番

す
の
で
、
同
じ
く
ら
い
で
す
が
、

滋
賀
県
平
均
の
82
・
２
％
（
同
18
年

度
末
現
在
）
に
比
べ
る
と
、
ま
だ

ま
だ
低
い
状
況
で
す
。

清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
財
政
事
情

を
考
慮
し
な
が
ら
、
整
備
区
域
を

広
げ
、
水
洗
化
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。
み
ん
な
で
彦
根
を
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

排
水
設
備
工
事
の
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

排
水
設
備
新
設
補
助
金

市
民
税
の
所
得
割
非
課
税
世・
帯・
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
申
請
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
、
限

度
額
７
万
円
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の

な
ど
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

一
般
家
庭
で
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
人
が
、

借
り
入
れ
に
よ
る
資
金
が
必
要
な
場
合
に
、
工
事
費
に
応
じ
て
、
金

融
機
関
を
通
じ
て
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

限
度
額
　
１
０
０
万
円

返
済
期
間
　
60
か
月
以
内
　

利
率
　
年
１
・
８
％

※
た
だ
し
、
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の

な
ど
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

主
な
条
件
項
目

市
民
税
お
よ
び
受
益
者
、
負
担
金
ま
た
は
分
担
金
な
ら
び
に
水
道
料

金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

供
用
開
始
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と

排
水
設
備
工
事
の
申
請
と
共
に
申
請
を
す
る
こ
と

融
資
資
金
の
償
還
が
可
能
で
あ
る
と
金
融
機
関
が
判
断
す
る
こ
と

※
ほ
か
に
も
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
は

下
水
道

部
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悪
質
な

工
事
業
者
な
ど
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で

「
排
水
設
備
の
無
料
点
検
は
い

か
が
で
す
か
。」「
市
役
所
か
ら

委
託
を
受
け
て
来
ま
し
た
」
な

ど
と
言
っ
て
、
住
宅
の
敷
地
内

の
排
水
設
備
の
点
検
、
清
掃
、

修
理
な
ど
を
勧
め
る
業
者
が
ま

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
業
者
の
中
に
は
、

不
必
要
な
工
事
を
勧
め
た
り
、

法
外
な
代
金
を
請
求
し
た
り
す

る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
市

が
理
由
も
な
く
排
水
設
備
の
清

掃
や
修
理
を
勧
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
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ご
み
収
集
な
ど
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

祝
日
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

９
月
17
日

と
10
月
８
日

の
両

祝
日
は
、
通
常
通
り
収
集
を
行
い
ま

す
。
た
だ
し
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

河
瀬
、
亀
山
、
稲
枝
学
区
は

「
缶
・
金
属
類
」の
収
集
も
行
い
ま
す
。

９
月
24
日

は
、
収
集
は
行
い
ま

せ
ん
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
家

庭
に
配
付
し
て
あ
る
「
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
系
ご
み
に
つ
い
て

事
業
系
活
動
か
ら
出
る
燃
や
せ
る

ご
み
を
地
域
の
集
積
所
に
出
さ
れ
る

場
合
に
は
、
必
ず
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
集
積
所
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
地
元
自
治
会
の
了
解
を
得
て

く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
は
必
ず
指
定
専
用
袋
に
入

れ
、
定
め
ら
れ
た
金
額
の
特
別
収

集
証
紙
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
収
集
証
紙
は
、

生
活
環
境

課
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
支

所
・
出
張
所
で
販
売
し
て
い
ま

す
。（
50
枚
綴
り
、
10
枚
綴
り
の

２
種
類
）

冊
子
「
事
業
者
用
ご
み
の
出
し
方

豆
知
識
」
が
必
要
な
と
き
は
、

清

掃
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
業
系
指
定
専
用
袋
の

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

営
利
目
的
に
関
係
な
く
事
業
活
動

に
伴
っ
て
出
る
ご
み
は
、
事
業
系
ご

み
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
営
業
用
燃
や

せ
る
ご
み
」
専
用
袋
を
「
事
業
用
燃

や
せ
る
ご
み
」
専
用
袋
に
名
称
変
更

し
ま
し
た
。

お
手
持
ち
の
「
営
業
用
燃
や
せ
る

ご
み
」
専
用
袋
に
つ
い
て
は
、
当
分

の
間
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
搬
入
規
制
に
ご
協
力
を

次
の
期
間
は
、
粗
大
ご
み
の
持
ち

込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
ち
込
み
を
制
限
す
る
期
間

▼
事
業
所
か
ら
の
持
ち
込
み

９
月
18
日

〜
10
月
５
日

▼
一
般
家
庭
か
ら
の
持
ち
込
み

10
月
１
日

〜
同
５
日

問
い
合
わ
せ
先

清
掃
セ
ン
タ
ー

管
理
課

22
２
７
３
４
番

納
付
が
困
難
な
と
き
の
、
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
年
金
は
、
経
済
的
な
理
由
で

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
申
請
免
除

本
人
、
配
偶

者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が

一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
「
全

額
」
ま
た
は
「
一
部
」
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
、
原
則
７

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予

30
歳
未
満
の

本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
、

原
則
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

（
途
中
で
30
歳
に
到
達
す
る
人
は

到
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
）
で
す
。

学
生
納
付
特
例
　
学
生
本
人
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場

合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

承
認
期
間
は
、
原
則
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
で
す
。（
申
請
に
は
、

学
生
証
が
必
要
で
す
）

免
除
や
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た

期
間
は
、
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
万

一
の
病
気
や
事
故
の
と
き
に
支
給
さ

れ
る
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
と
き
は
、
保
険
料
を

納
め
た
場
合
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
に
つ
い
て

は
、
残
り
の
保
険
料
の
納
付
が
な
け

れ
ば
、
未
納
と
同
じ
取
扱
い
に
な
り

ま
す
。

平
成
18
年
度
に
保
険
料
の
全
額
免

除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認

さ
れ
た
人
の
う
ち
、
平
成
19
年
度
以

降
も
引
き
続
き
同
じ
全
額
免
除
ま
た

は
、
若
年
者
納
付
猶
予
を
申
請
時
に

希
望
し
た
人
は
、
申
請
手
続
き
は
不

要
で
す
。
た
だ
し
、
退
職
や
被
災
な

ど
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
承
認
さ
れ

た
場
合
を
除
き
ま
す
。
ま
た
、
世
帯

構
成
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

改
め
て
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
先

保
険
年
金
課
、
支
所
・

各
出
張
所
、
彦
根
社
会
保
険
事
務

所
国
民
年
金
業
務
課

申
請
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
か

基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
窓
口
に
来
ら
れ
る
人
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
ま
た
、

平
成
19
年
１
月
２
日
以
降
に
彦
根

市
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
19
年

度
（
平
成
18
年
中
）
の
所
得
額
と

控
除
の
状
況
が
分
か
る
書
類
、
退

職
に
よ
り
免
除
や
納
付
猶
予
の
申

請
を
さ
れ
る
場
合
に
は
、
雇
用
保

険
の
離
職
票
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
年

金
係

30

６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22
１
３
９
４
番

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
変

わ
り
ま
す
。（
10
月
１
日
以
降
に

退
職
す
る
人
が
対
象
）

▼
週
所
定
労
働
時
間
に
よ
る
被
保
険

者
区
分
（
一
般
・
短
時
間
）
が
な

く
な
り
ま
す
。

▼
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
離

職
の
日
の
前
２
年
間
に
12
か
月

（
月
11
日
以
上
の
勤
務
）
の
被
保

険
者
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
さ

れ
た
人
は
、
６
か
月
（
月
11
日
以

上
の
勤
務
）
が
必
要
で
す
。
な
お
、

退
職
日
に
よ
っ
て
取
り
扱
い
が
変

わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
50
％

に
上
が
り
ま
す
。

平
成
19
年
３
月
31
日
以
降
に
職
場

復
帰
さ
れ
、
10
月
１
日
以
降
に
職
場

復
帰
給
付
金
の
申
請
を
す
る
人
が
対

象
で
す
。

教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
が

変
わ
り
ま
す
。（
10
月
１
日
以
降

に
受
講
を
開
始
す
る
人
が
対
象
）

被
保
険
者
期
間
が
３
年
以
上
の
人

に
つ
い
て
、
給
付
額
が
20
％
（
上
限

10
万
円
）
に
な
り
ま
す
。

※
初
回
に
限
り
、
被
保
険
者
期
間
が
１

年
以
上
で
受
給
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
公
共
職
業
安

定
所

22

２
５
０
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26

５
１
８
６
番
、
ま
た
は
滋

賀
労
働
局

０
７
７
５
２
６
８

６
０
９
番

「彦根市美術展覧会」では、彦根市と近隣市町の

皆さんから公募した作品の中から、審査を経た力作

を多数展示します。

また、審査員などの作品や、過去に彦根市美術展

覧会で賞を受けている人による無鑑査作品も併せて

展示します。さわやかな秋のひとときを、美術作品

に囲まれてお過ごしください。

会　　期 10月２日 ～10月７日

開場時間 各日とも9：30～18：00

（10月７日は17：00まで）

会　　場 ひこね市文化プラザ

日 本 画　＝　メッセホール棟２階

洋　　画　＝　グランドホール棟

第１・第２リハーサル室

彫　　刻　＝　メッセホール棟３階

美術工芸　＝　メッセホール棟２階

書 ＝　メッセホール棟３階

写　　真　＝　メッセホール棟１階

入場料 無料

問い合わせ先 教育委員会

生涯学習課　 24 7971、

FAX22 3015

5 広報ひこね　平成19年９月15日

彦
根
を
代
表
す
る
地
場
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
経
済
産
業
省
の
伝
統
的
工
芸

品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
彦
根
仏
壇
。
彦
根
市
で
は
、
彦
根
仏
壇
の
製
造
に
従
事

し
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
皆
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
31
回
目
を
迎
え
た
今

年
は
、
次
の
４
人
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

表
彰
式

日
時

９
月
22
日

午
前
10
時
00
分
〜

場
所

宗
安
寺
　
本
堂
（
本
町
二
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
先

商
工
課

30
６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
１
３
９
８
番

矢
田
実
弘
さ
ん

（
長
浜
市
末
広
町
）

宮
川
孝
昭
さ
ん

（
後
三
条
町
）

木
村
数
茂
さ
ん

（
西
沼
波
町
）

礒
部
二
三
男
さ
ん

（
愛
荘
町
石
橋
）



6広報ひこね　平成19年９月15日

彦根市と彦根商工会議所・稲枝商工会では、市内の事業

所などに勤務する従業員で、本市産業の発展に尽くし、そ

の功績が特に顕著な人を表彰します。〈対象〉事業所統計調

査に用いる産業大分類のうち、鉱業、建設業、製造業、

卸・小売業、金融保険業、不動産業、運輸業、情報通信業、

電気ガス熱供給水道業、サービス業に従事する雇用保険の

被保険者　※ただし、家族従業員、法人の役員、過去にこ

の表彰を受けたことのある人は除く 〈表彰基準〉 勤続年

数が15年以上の人 企業の振興に寄与し、他の模範として

表彰に値する人 〈被表彰候補者の選出方法〉事業所などの

代表者の推薦によります 〈推薦締切日〉10月１日 （必着）

〈推薦用紙提出先〉 商工課（市役所３階）、彦根商工会議所

（中央町）、稲枝商工会（稲部町）※推薦用紙は、各提出先に

あるほか、彦根商工会議所ホームページからダウンロード

できます 〈表彰式〉11月1６日 〈問い合わせ先〉 商工課

30 6119、ＦＡＸ22 1398、彦根商工会議所 22 4551、

稲枝商工会 43 2201

〈日程〉10月13日・11月24日・12月15日・平成20年１月19

日・２月16日・３月22日の各土曜日（全６回）の14：00～

16：00〈場所〉彦根城博物館講堂 〈定員〉50人（申込者多

数の場合は抽選）〈受講料〉500円（テキスト代）〈対象〉同

館の「古文書のみかた（初級）」を受講したか、古文書解

読の基礎を学んだ人 〈テキスト〉井伊直孝の政治に関する

文書 〈申込期限〉９月30日 （当日消印有効）〈申込方

法・問い合わせ先〉往復はがき往信の裏面に「『古文書のみ

かた（中級）』受講希望」、住所、氏名、電話番号を、返信

の表面にも住所・氏名を書いて彦根城博物館学芸史料課

（〒522 0061金亀町１ １） 22 6100、ＦＡＸ22 6520へ

申し込みは１人１通とします。

〈内容〉子どもとのかかわり方、あそび方が楽しく学べます。

親子でできる体を使った遊びを通して、子育てのヒントを

見つけましょう。また、お母さんのためのリラックスタイ

ムでは、お母さん自身が楽しく体を動かします。〈日時〉10

月26日 10：00～12：00〈場所〉子どもセンター（日夏町）

〈対象〉０～3歳の子どもとそのお母さん 〈定員〉20組〈参

加費〉無料 〈持ち物〉新聞紙１日分、スーパーの袋、タオ

ル、バスタオル各１枚、輪ゴム３本、お茶〈その他〉動き

やすい服装でお越しください。はだしで動きますので上靴

は不要です。〈申込期限〉10月19日 〈申込方法・問い合

わせ先〉 子ども未来室 28 1580（ＦＡＸ共用）

〈内容〉市内在住の視覚障害者を対象とした歩行訓練。普段、

外出の機会が少ない人にも声をかけていただいて、ぜひご

参加ください。〈開催日〉10月19日 〈時間〉８：30集合

（彦根駅待合室）〈コース〉ＪＲ彦根駅からＪＲびわこ環状線に

よる琵琶湖一周。途中高島市で昼食休憩 〈定員〉20人〈参

加費〉交通費のみ自己負担 〈募集期限〉10月12日 〈応

募・問い合わせ先〉彦根市視覚障害者協会（県立視覚障害者セ

ンター内）（〒522 0002松原一丁目12 17） 22 7901へ

〈内容〉今年度の市民環境フォーラムは、「ごみ減量対策

を考えるー各地のごみ事情から学ぶー」をテーマとして、

開催します。このフォー

ラムで、他府県や他市の

ごみ事情について発表し

ていただける市民を募集

します。〈日時〉10月20

日 10：00～12：00 〈場

所〉大学サテライト・プラ

ザ彦根（アル・プラザ彦根６階）〈人数〉３人程度〈募集期間〉

９月18日 ～10月12日

決定します。〈応募方法・問い合わせ先〉

生活環境課 30 6116、ＦＡＸ27 0395へ

〈日時〉10月８日 ９：00～16：00（雨天のときは中止）

〈場所〉 彦根総合運動場多目的広場（市民体育センター前

〈出店料〉１ブース500円 〈申込期限〉９月28日 （応募者

多数の場合は抽選）〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがき

の往信の裏面に住所、氏名、電話番号、出店品目、人数、出

店希望日を、返信の表面に住所、氏名を書いてリサイクル

ステーション（〒522 0088銀座町４ 19） 26 4810（FAX共用）

へ
子育て講座「親子遊びとお母さんのための
リラクセーション」

彦根城博物館の教室

「古文書のみかた（中級）井伊直孝のくにづくり」

表彰します　あなたの企業の優良従業員 視覚障害者対象歩行訓練

市民環境フォーラム　ごみ減量発表者

ひこねエコマーケット「夢畑」出店者

〈内容〉地元でとれる食材を使って、伝統食の昔ながらの料

理法を学びます。 〈日程・料理内容〉 10月20日

ずいきの酢の物、うどん作り、里芋のいとこ煮　 11

月17日 えび豆、こんにゃく作り　 12月15日

※材料などの都合に

より変更することがあります〈時間〉いずれも10：00～

13：30 〈場所〉ひこね街なかプラザ（四番町スクエア内）〈対

象〉３回連続で参加できる人 〈定員〉20人（初回参加者を

優先し、定員を超えた場合は抽選）〈参加費〉3,000円（３

回分）と材料費〈講師〉滋賀の食事文化研究会会員 〈申込

期限〉９月25日 （当日消印有効）〈応募方法・問い合わせ

先〉往復はがきで、往信の裏面に住所・氏名（ふりがな）・

年齢・電話番号を、返信の表面にも郵便番号・住所・氏名

をそれぞれ書いて、ひこね街なかプラザ（〒522 0064 本町

一丁目12 5） 27 5820、FAX27 5830へ

〈内容〉現在、市内の児童館・各地区公民館・子どもセンタ

ーなどで、いろいろな子育て支援活動が行われています。

特に「ひろば」には、子育て中の親子がたくさん訪れます。

子育てサポーターは、市内の子育て支援の場で、子どもた

ちと遊んだり、お母さんと話をしたり、スタッフといっし

ょに遊びを提供したりする子育て支援ボランティアです。

今年度も子育てサポーター養成講座を開催します。〈日程〉

下の表のとおり（全６回）〈場所〉子どもセンター（日夏町）

〈対象〉子育て支援に関心があり、子育てサポーターとして、

子育て支援の場で活動できる人 〈定員〉30人（先着順）〈受

講料〉無料 〈申込期間〉９月20日 ～同28日 〈申込方

法・問い合わせ先〉電話か、ファクスに住所、氏名、連絡

先を書いて 子ども未来室 28 1580（ＦＡＸ共用）へ

〈日程・講座内容〉 11月３日 「認知症の予防と早

期発見」 11月24日 「軽度認知症の悪化予防ケア」

12月８日 「認知症ケアの常識」〈時間〉13：30～

15：20（３回とも）〈対象〉認知症の予防およびケアに関心

のある人 〈定員〉100人 〈参加費〉各回500円 〈申込期間〉

９月18日 ～10月19日 〈申込方法・問い合わせ先〉住

所・氏名・電話番号・Ｅメールアドレスを書いて、電話・

ファクス・ハガキ・Ｅメールで、滋賀県立大学交流センタ

ー(〒522 8533 八坂町2500） 28 8210、ＦＡＸ28 8473、

Ｅメール：chiiki_grp@office.usp.ac.jp

〈日程・講座内容〉 11月３日 「パソコンとビデ

オ」 1 1月10日 「ビデオ映像の取り込みと編

集」 11月17日 「ビデオの活用と保存」〈時間〉９：

00～12：00 〈対象〉県内に在住、在勤の人 〈定員〉20人

（先着順）〈参加費〉各2,500円 〈申込期限〉10月５日 〈申

込方法・問い合わせ先〉住所・氏名（フリガナ）・電話番

号を書いて、はがきか、ファクスで、県立翔陽高等学校開

放講座事務局(〒522 0033芹川町580） 23 1491、ＦＡＸ26

3615へ

〈内容〉自分の体力や体調を考えながら楽しくできるスポー

ツ・レクリエーションをとおして健康づくりを目指す

〈日程・講座内容〉９月29日、10月６日、11月３日 同17日

同月24日 12月１日 （全６回）〈時間〉９：30

～11：30 〈定員〉30人 〈受講料〉2,000円 〈申込期限〉９

月27日 〈申込方法・問い合わせ先〉住所・氏名・年齢・

性別・電話番号を書いてハガキで、県立彦根西高等学校開

放講座運営委員会(〒522 0065 池洲町9 73） 22 4890、Ｆ

ＡＸ26 9743へ

7 広報ひこね　平成19年９月15日

滋賀県立大学 秋期公開講座

県立彦根翔陽高校開放講座 「ビデオを活かす」

「湖国の伝統食」料理教室

子育てサポーター養成講座

就業構造基本調査に
ご協力をお願いします

全国の約45万世帯に住む15才以上の世帯員約

100万人を対象に、10月１日に実施されます。

彦根市では、約700世帯の約1,800人の皆さん

に調査をお願いします。

調査の対象となった世帯には、９月下旬に「調

査員証」を携帯した統計調査員が伺います。調査

票の記入にご協力をお願いします。
問い合わせ先 企画課 30 6101、ＦＡＸ22

1398

県立彦根西高校開放講座 体験 スポーツ・レクリエーション
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環
境
産
業
見
本
市
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
歴
史

を
重
ね
、
今
年
10
回
目
を
迎
え
る
「
び
わ
湖
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
０
７
」
が
、
10
月
24
日

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

過
去
最
多
と
な
る
２
６
８
の
企
業
や
団
体
が
参

加
し
、
西
日
本
で
最
大
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
水
質
・
土
壌
・

大
気
の
浄
化
か
ら
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
ま
で
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
幅
広
く
網
羅
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
会
場
周
辺
で
は
、
環
境
に
関
連
し
た
多

彩
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
、

「
環
境
効
率
」「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
」「
中
小
企
業
向

け
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
、
い
ま

注
目
の
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

開
催
日

10
月
24
日

〜
26
日

午
前
10
時
〜

午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
　
場

県
立
長
浜
ド
ー
ム(

Ｊ
Ｒ
田
村
駅
か
ら

徒
歩
５
分)

入
場
料

見
本
市
・
セ
ミ
ナ
ー
と
も
無
料
（
セ
ミ

ナ
ー
参
加
は
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
実

行
委
員
会

０
７
７

５
２
８

３
７
９
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７
５
２
８
４
８
７
６
番
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w

.biw
ako-

m
esse.com

/

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

10月前半

１日

２日

３日

４日
５日

９日

10日

11日

12日

15日

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目の一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田
（大沢）、開出今 の町団地、八坂東団地、三津、海瀬
里根、外、戸賀、小泉、開出今 の町団地、八坂東団地、野瀬、
西今、三津、海瀬
芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋
後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大 、開出今、西今、三津屋
中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大 、城町一丁目、城
町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、
須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中 一丁目、
中 二丁目、中 、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、
和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂
平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、亀山地区、稲枝（西）、服部、
稲部（稲部）、出路、田原

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【10月前半】

図書館休館日 １日 、８日 、15日 日
(水・祝)、10日(月)

３日

４日

２日

５日

１0日

１１日

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１２日

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

10月前半

１６日
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店

１３：２０
１４：１０
１５：００



改
修
工
事
の
た
め
、
11
月
か
ら
利
用
で
き
ま
せ
ん

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
年
度
か
ら
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
を
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
11
月
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
た
め

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
11
月
１
日
か
ら
平
成
20
年

３
月
末
ま
で
の
間
、
臨
時
休
館
と
な
り
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
工
事

に
伴
い
、
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
て

い
る
き
ら
き
ら
ひ
ろ

ば
は
、
下
表
の
と
お

り
、
場
所
を
変
更
し

て
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
11
月
９
日

、

10
日

の
彦
根
市
少

年
少
女
美
術
展
、
天

文
ク
ラ
ブ
・
星
空
教

室
は
、
予
定
ど
お
り

開
催
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
の
事
務
所
は
、

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
に
あ

る
現
在
の
卓
球
室
に
移
し
ま
す
が
、
連
絡
先
な
ど
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、
職
員
が
常
駐
す
る
の
は
、
平
日
の

み
と
な
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

28
３
６
４
５

番
、

子
ど
も
未
来
室

28
１
５
８
０
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）
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